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1 はじめに
我々はモバイルエージェント技術に基づき，事前に予定
の入力を行う必要がなく，日程調整において必要であれ
ば交渉を行う会議日程調整システム [1]を開発している．
しかし，グローバル IPアドレスを持ったコンピュータ
(以下グローバルノードと呼ぶ)から，複数のコンピュー
タがグローバル IPアドレスを共有している環境の内の，
特定のコンピュータ (以下ローカルノードと呼ぶ)へエー
ジェントが移動できないという問題があった．
本研究ではこの問題を解決するため，ポーリングによ
るエージェントの移動方法を実装する．

2 会議日程調整システム概要
本システムの構成は以下のようになっている．

• 会議日程を行う日程調整に関するエージェント
• 日程調整に関する情報を管理する日程調整サーバ
• ユーザとのやりとりをするユーザインタフェース

図 1 会議日程調整システム概要図
日程調整に関するエージェントは予定収集，予定交渉，
結果通知を行うエージェントで構成され，複数のホスト
間を移動しながら，連携して予定の収集や交渉を行う．
また、日程調整サーバは 1つだけ存在し，ユーザのオン
ライン情報，知人のリストを管理しており，日程調整に
関するエージェントの移動の起点となっている．
このシステムでは招集者がユーザインタフェースから
会議の参加者，開催日の許容範囲，所要時間を入力すれ
ば，日程調整に関するエージェントは参加者の予定の収

集，交渉，通知を行う．参加者は予定を聞きにきた日程
調整に関するエージェントに予定を渡し，交渉依頼が来
た際に返答していれば，日程調整に関するエージェント
が参加者の都合の良い日を探し，会議の開催日時を通知
する．　

3 ポーリングによるエージェントの移動
一般的に，ローカルノードからグローバルノードへの
通信を開始し，グローバルノードからローカルノードへ
応答を返すことは可能である．しかし，グローバルノー
ドからローカルノードへの通信を開始することはできな
い．エージェントの移動も通信の一種なので，同様の理
由でグローバルノードからローカルノードへの移動はで
きないが，逆は可能である．
そこで，以下の様な移動処理を行う機能を開発した．

1. ローカルノードからグローバルノードへ，移動させ
るエージェントがあれば受け取る，という要求を出す

2. グローバルノードは，移動させるエージェントがあ
れば，応答を通じてエージェントを移動させる

そして，この処理を一定周期で繰り返すことにより，
グローバルノードかローカルノードへのエージェントの
移動を実現した．
この方式では，処理の周期が短いとシステムの負荷が
大きいのである程度長くする必要があるが，本システム
ではリアルタイムに通信しなくて良いため問題にならな
い．また，移動元ノードも特定のノードを指定する必要
があるため，不特定多数のノードとの通信は行えないが，
本システムでは日程調整サーバのみと通信すればよいの
でこれも問題にならない．

4 おわりに
我々が構築した会議日程調整システムにおいて，グ
ローバルノードからローカルノードへエージェントを移
動できないという問題点を解決した．これにより，我々
が構築した会議日程調整システムを使用できる環境をさ
らに増やすことができた．
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